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【目的】

“天神様”こと菅原道真公最大の強みは、現代においても老若男女を問わず幅広く支

持されていることである。特に大阪では、“天神さん”として親しまれ、日本三大祭の

ひとつ「天神祭」が盛大に執り行われている。この信仰パワーを、祭礼だけにとどまら

せず、観光業、交通業等の発展にまで波及させられないものかと考えていたところ、大

阪にかつて天神社を巡る風習があったことを知った。そこで、波及させる手法のひとつ

として、「大阪天神めぐり」を“平成版”にアレンジして復興させることを発想した。

巡礼としては、近年では、京都で 年（平成 年）に「京都十二薬師霊場会」が

復興し、大阪でも 年（平成 年）に宗祖法然上人 年大遠忌記念事業の一環と

して「大阪新四十八願所阿弥陀巡礼」が復興しており、この流れを生かしたい。

【内容】

大阪にかつて存在していた天神めぐりの巡拝パターンを確認し、そこに挙げられた各

天神社のその後の変遷と現状を調査する。その上で、それらの中から今回改めて「“平

成版”大阪天神めぐり」二十五社を選定する。なお、“二十五”は、菅原道真公が

年（承和 年） 月 日に誕生され 年（延喜 年） 月 日に薨去されたことな

どから、天神信仰ゆかりの数字とされている。

選定にあたっては、歴史的事実をできる限り尊重することで、恣意的な要素を排除し

客観性を持たせる。これは、「“平成版”大阪天神めぐり」の正当性を確保するとともに、

歴史的な重み、楽しみを付加するためである。また、公共交通機関利用を前提とするルー

ト設定を行い、その利用促進にも寄与できるよう配慮する。

【結果】

大阪の天神めぐりとしては、過去に地誌等に 回の記載が見受けられ、その巡拝パ

ターンは、江戸時代中～後期に つ、昭和時代初期に つ、存在していたことが確認さ

れた。そこで、この つの巡拝パターンに挙がった天神社を全てリストアップし、重複

を除いた 社寺を対象に現地調査を行った。

石碑を残すだけになってしまったものもあったが、幸いにも痕跡が完全に失われてし

まったところはなかった。但し、肝心の天神社が消滅してしまっている社寺は多く、最

終的に現在でも天神巡拝が可能と判断できた 社寺を、「“平成版”大阪天神めぐり」

二十五社に選定した。

今回の研究が呼び水となり、改めて“天神さん”が注目され、「大阪天神めぐり」が

復興することを期待したい。
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１．大阪における天神めぐりの存在
大阪の天神めぐりの歴史を地誌等で辿ると、下表のとおり 回の記載が確認され

た。巡拝パターンは つに分類され、それぞれ登場した最初の年号により「延享」
「明和」「昭和」と名付けることにする。
なお、『大坂寺社順拝記』と『安永版難波丸綱目』は、全く同じ版を使用してい

る。また、『大阪史蹟辞典』の巡拝先は、『郷土研究上方』と一致していることなど
から、ほぼこれを引用したものと推察される。ちなみに、この「昭和」の巡拝パター
ンは、風習として定着していたものというよりは、“一時的な復活への試み”とい
う色彩が強い。

大阪天神めぐり記載状況一覧
巡拝パターン 年 書 名 天神めぐり

延享 年（延享 年） 『浪花寺社巡』 天神廿五社廻

明和

年（明和 年） 『大坂寺社順拝記』 天満宮廿五社

年（安永 年） 『安永版難波丸綱目』 天満宮廿五社

年（天保 年） 『難波巡覧記』 天満天神宮順拝

昭和
年（昭和 年） 『郷土研究上方』 新撰天神廿五社巡り

年（昭和 年） 『大阪史蹟辞典』 大阪天神めぐり

２．「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社の設定

（１） 社寺の現状調査
「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社の設定にあたっては、まず つの巡拝パター

ンに登場した天神社全ての現状を調査しなければならない。対象は、重複を除いて
も 社寺に上った。

福島天満宮行宮（旧天満宮中之社）のように社殿は失われ石
碑のみとなっていたり、露天神社末社難波神明社（夕日神明社）
のように別の神社の末社となっていたりするものはあったが、
幸いなことに 社寺全てで痕跡は残されていた。

ただ、近代に入って大阪の天神社を襲った つの大きな災難、
明治期の神社合祀政策と第二次世界大戦の空襲による被害はあ
まりに甚大であった。特に空襲の影響は大きく、全体の ％に
あたる 社寺が被害を受け、うち 社寺において天神社は失
われたままで復活していなかった。
一方で、西成区の法祐寺で、かつて中央区千日前にあった頃

の阪町天神の遺物らしき神像が残されていることが判明したり、
北区の天徳寺で、戦災で失われた白髭天神社が今世紀に入って
復活したことが確認されたりするなど、明るい発見もあった。

（２）二十五社の選定
社寺の現状調査に基づき、「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社の選定を行っ

た。選定にあたっては、“巡拝”という趣旨を重視し、以下の 条件全てを満たす
ことを必須とした。

① 巡拝対象となる天神社が存在すること。 →対象外 社寺
② 通常、境内が開放されていること。 →対象外 寺
③ 将来の朱印対応を考慮し有人であること。 →対象外 社

対象外は、単純合計では 社寺であるが、 社寺に重複があるため、実際には
社寺である。結果、 条件全てを満たしたのは 社寺となり、これらの天神社

を「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社とした。

（３）巡拝順の決定
巡拝順の決定にあたっては、最重要視される第 番（発願社）、第 番（結願社）

だけを決め、その他については、利便性と経済性を考慮し、大阪市交通局 日乗車
券「エンジョイエコカード」の利用を想定して、地下鉄、市バスの利用を前提とし
てつないだ。

第 番については、 つの巡拝パターン全てで一致していたので大阪天満宮に固
定した。一方、第 番については、「延享」「昭和」では生根神社（住吉区）、「明
和」では神明神社（当時は中央区、現在は大正区）と割れたが、神明神社の場所が
当時とは異なることや巡拝経路の効率性を鑑み、生根神社（住吉区）とした。

本邦初公開の法祐寺
所蔵伝菅原道真像
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（４）設定手順と結果のまとめ
上記の設定手順と結果を一表にまとめると下表の通りとなる。

「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社 一覧

巡
拝
順

巡 拝 社 寺
菅原

道真公
祭祀

所 在 地
戦災
被害

朱印
巡拝順

延
享

明
和

昭
和

大
おお

阪
さか

天
てん

満
まん

宮
ぐう

天満の天神さん 本殿 北区天神橋 なし 可

寳
ほう

珠
しゅ

院
いん

天満寺 鎮守社北区与力町 あり 可

天
てん

徳
とく

寺
じ

白髭天神 鎮守社北区与力町 あり 可

綱
つな

敷
しき

天
てん

神
じん

社
しゃ

喜多埜天神 本殿 北区神山町 あり 可

綱
つな

敷
しき

天
てん

神
じん

社
じゃ

御
お

旅
たび

社
しゃ

本殿 北区茶屋町 なし 可

露
つゆ

天
てん

神
じん

社
しゃ

お初天神 本殿 北区曽根崎 あり 可

福
ふく

島
しま

天
てん

満
まん

宮
ぐう

上の天神 本殿 福島区福島 なし 可

天
てん

神
じん

社
しゃ

下の天神 本殿 福島区玉川 なし 可

朝
あさ

日
ひ

神
しん

明
めい

社
しゃ

本殿 此花区春日出中 あり 可

天
てん

満
まん

宮
ぐう

三先天満宮 本殿 港区三先 なし 可

神
しん

明
めい

神
じん

社
じゃ

日中神明宮 境内社大正区鶴町 あり 可

八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

上のやさかさん 境内社大正区三軒家東 あり 可

御
ご

霊
りょう

神
じん

社
じゃ

境内社中央区淡路町 あり 可

坐
いか

摩
すり

神
じん

社
じゃ

ざま神社 境内社中央区久太郎町 渡辺 あり 可

天
てん

然
ねん

寺
じ

おちつき天神 鎮守社天王寺区城南寺町 あり 不可

生
いく

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

生玉さん 境内社天王寺区生玉町 あり 可

法
ほう

泉
せん

寺
じ

潮待天神 鎮守社天王寺区生玉寺町 あり 不可

安
やす

井
い

神
じん

社
じゃ

安居天満宮 本殿 天王寺区逢坂 あり 可

五
ご

條
じょうの

宮
みや

境内社天王寺区真法院町 なし 可

御
み

幸
ゆき

森
もり

天
てん

神
じん

宮
ぐう

しあわせの森 境内社生野区桃谷 なし 可

田
た

島
しま

神
じん

社
じゃ

本殿 生野区田島 なし 可

天
あまつ

神
かむ

社
やしろ

桑津天神社 本殿 東住吉区桑津 なし 可

天
てん

満
まん

宮
ぐう

天神ノ森天満宮 本殿 西成区岸里東 なし 可

生
いく

根
ね

神
じん

社
じゃ

上の天神 本殿 西成区玉出西 あり 可

生
いく

根
ね

神
じん

社
じゃ

奥の天神 境内社住吉区住吉 なし 可

圓
えん

通
つう

院
いん

なし 北区兎我野町 あり 非公開

露
つゆ

天
てん

神
じん

社
しゃ

末
まっ

社
しゃ

難
なに

波
わ

神
しん

明
めい

社
しゃ

夕日神明社 なし 北区曽根崎 あり 可

福
ふく

島
しま

天
てん

満
まん

宮
ぐう

行
あん

宮
ぐう

中の天神跡地 社殿無福島区福島 あり 無人

茨
いばら

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

なし 西区九条 あり 可

大
おお

阪
さか

天
てん

満
まん

宮
ぐう

行
あん

宮
ぐう

行宮 西区千代崎 あり 無人

御
み

津
つ

宮
ぐう

御津八幡宮 なし 中央区西心斎橋 あり 可

玉
たま

造
つくり

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

玉造神社 なし 中央区玉造 あり 可

三
さん

光
こう

神
じん

社
じゃ

なし 天王寺区玉造本町 あり 可

高
こう

津
づ

宮
ぐう

なし 中央区高津 あり 可

法
ほう

祐
ゆう

寺
じ

阪町天神 鎮守社西成区旭 なし 非公開

難
なん

波
ば

八
や

阪
さか

神
じん

社
じゃ

なんばの八阪さん なし 浪速区元町 あり 可

敷
しき

津
つ

松
まつ

之
の

宮
みや

木津の大国さん なし 浪速区敷津西 あり 可

（注）巡拝順の色分けは、 日で廻る場合の目安（赤： 日目、緑： 日目、青： 日目）を示す。
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（５）巡拝図
「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社の位置は下図の通りであり、巡拝に要す

る日数の目安は 日である。

「“平成版”大阪天神めぐり」二十五社 巡拝図
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綱敷天神社

天徳寺

綱敷天神社御旅社

福島天満宮

天神社

露天神社

安井神社

五條宮

田島神社

天神社

天満宮

生根神社

御幸森天神宮

寳珠院

：巡拝順（赤： 日目、緑： 日目、青： 日目） （ を使用）

大阪天満宮

朝日神明社

天満宮 八坂神社神明神社 御霊神社 坐摩神社 天然寺 生國魂神社

法泉寺

生根神社
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